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				　　　序

				　光陰矢の如しと申しますが、月日の立つのは早いもので、やがて舟坂キヨミさんの一周忌が近づいて参ります。

				　舟坂キヨミさんは夫亡き後、数人のお子様方を立派に社会へ送り出された方です。その後は地域の未亡人会の役員として、また母と子の共励会の会長を務め種々社会奉仕に貢献され、さらに水山流吟詠会の師範にもなられました。

				　大正、昭和、平成と激動の世を強く生きぬかれ、惜しくも平成二年四月二十六日、享年七十六才を一期として、冥途へ
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				旅立たれました。

				　誠に良き女丈夫とも言うべき人であったと私は思います。

				　強くまた優しかった親愛なる亡き母を深く偲ばれて、此度ご子息義明様が一周忌を機に、亡き母キヨミさんの書き残された俳句を句歴の如何にかかわらず句集としておきたいとのご希望により、句友田部綾子様が沢山の句の中から抜粋されたものを上梓される事となりました。

				　誠によき記念となり、また亡き母キヨミさんも感涙してお喜びなさる事と信じてやまない次第です。

				　　　平成三年三月
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				遺稿句集　万朶の花の下に7

				　　　　　詩を吟ず21

				　　　　　春愁のとりことなりて33
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				万朶の花の下に
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				旅北へ四方の嶺々雪被り

				置き炬燵あづかりし児を膝に乗せ

				幼き日偲ぶ故郷の大とんど

				喪の支度ととのへ急ぐ雪の駅

				梅林に坐し高らかに詩を吟ず

				梅林や河内平野を眼下にし

			

		

	
		
			
				10

			

		

		
			
				花１万ばん朶だ母校に佇たちて過去偲ぶ

				遠く来てふと家を恋ひ花冷ゆる

				春寒し別れを惜しみ香を焚く

				年々に殖ゆるつるばら垣を埋め

				菜の花は早や実となりて里昏る

				叔母見舞ふ里の夕べや２遠蛙

				
					１　《「朶」は垂れ下がった枝の意》多くの花の枝。また、多くの花

					２　夜、静かな時に、遠くから聞こえてくる蛙の声。
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				秋の日に横顔を染めバスの旅

				梨刈りや一日の旅に打ち連れて

				ふる里に子なき余生や昏の秋

				憂き忘れ若葉の一日仁和寺に

				老姉妹故里訪ねほたる追ふ

				今日の月我が誕生の夜となんぬ
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				秋日和墓に詣でて３行かう厨ちゅうを

				秋の旅急ぎ戻りて喪の支度

				窓に置く午後の日ざしやチューリップ

				芽吹く芽の菊ちまちまと日を集め

				風わたり野の水仙の香の匂ふ

				岬の寺万朶の花に句碑拝す

				
					３　弁当
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				４磴さかけわし見上ぐる花の三井寺

				昼ひる餉げとる万朶の花の下に坐し

				咲き満てる雨のつつじの平等院

				山寺の庭清浄や若葉雨

				降り止みし寺苑の芝生緑濃し

				駅を出で一歩に山の藤かかり

				
					４　いしざか。いしだん。石でできた階段。いしばし。石でできた橋。
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				老杉の古刹訪れほととぎす

				春うらら独り気ままの寺巡り

				太閤の遺品の鎧城若葉

				紫陽花の毬の大小風にゆれ

				宇治に住む娘のもたらせし新茶吸む

				茂り中蚊を払ひつつ詩を吟ず
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				今年又更に太りて更衣

				海光や岩にくだくる土用波

				神苑や雨の青葉の匂ふなり

				露涼し石垣古し城下町

				水打ちて城下の町の軒低し

				大玻璃戸開き山荘風涼し
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				山影を沈めて池のあめんぼう

				山宿の一夜のおごり河鹿鳴く

				捨て植えの菊の香匂ふ夕まぐれ

				小菊育て一人の心楽しめり

				大鳥居千鳥の遊ぶ巌島

				初旅や三河の湾に千鳥見て
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				一燭に浮かぶ仏顔秋涼し

				荒れ寺を囲む木立や秋の蟬

				老杉の覆ひ茂りて鵙の秋

				子の呉れし大懸崖の菊明り

				後醍醐の皇陵拝し秋深し

				薄倖のお吉を偲ぶ像の秋
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				山宿のお狩場焼や十三夜

				美しき富士を遠目に花野バス

				時雨るるや古墳の闇をのぞき見る

				七福神詣での旅の淡路島

				初旅の帰途の瀬戸内夕映えて

				街騒を眼下に城の梅探る
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				外堀の草焼く煙風あふつ

				春寒の街を眼下に城ありて

				春風や一夜宿りの温ゆ泉に浸り

				箸とりてくつろぐ心落花舞ふ

				一服の抹茶に憩ふ花の寺

				一団の着きし山宿花吹雪
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				詩を吟ず
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				新涼の橋にもたれて詩を吟ず

				庭に出で心円かに山の月

				新茶を土産に京に住む娘訪ふ

				着飾りて秋の茶会の南宗寺

				コスモスの荒れし地所にも咲き満ちて

				この村の戸毎の軒の菊の花
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				枯葛のがんじがらめに墓からめ

				限りある余生いとしみ除夜の鐘

				診療待つ肩を落して着ぶくれて

				バス降りて津山城址の梅探る

				鳥声の一挙に春を思はする

				八ッ棟の春徳川の世を思ふ
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				晴れ渡る鉢の水仙日を集め

				春の雨寡黙となりて老姉妹

				春惜しみ霞む連山望みをり

				返り見し白毫の照る梅雨夕日

				古町の低き軒下濃紫陽花

				絵馬堂に満つ青葉光鳩遊ぶ
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				旅一夜あまご土産に吉野去る

				はらからや偲ぶ古里夜のちちろ

				古寺巡り開伽井の辺りかりん熟れ

				鯉沈む池に落葉の降るしきり

				コスモスのすがれて雨の狭さ庭にはかな

				針を持つ娘等の減りゆき針祭
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				歩をとどむ蹴速の塚や冬茜

				雨霧ふ花の蕾のみなぎりて

				水走る岩にころがり落椿

				友訪へば路地の沈丁匂ふかな

				春寒し友を見送る救急車

				春分を句碑除幕待つ寺の庭
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				石棺に椿の花の散る禅寺

				フリージアの黄色まぶしく疲れけり

				根上りの松に腰して古寺若葉

				谷底を進む単線若葉光

				鏡中に老ひたる顔や春惜しむ

				病む友を見舞ふ病棟梅雨深し
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				寺掃除ゆき届かずや梅雨じめり

				亡き妹の遺せしダリヤいとおしむ

				農園の仔牛誕生朝寒し

				豪商の墓とや落葉降るしきり

				秋篠寺御堂の暗き秋の燭

				落葉路御大師参りの老夫婦
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				遠峯望む古戦場冬紅葉

				一人住む冬至南瓜買ひ戻る

				旅戻り一人の生たつき活水仙花

				わだつみの神に詣でて千鳥見る

				山窪の句碑の文字古り梅白し

				雨光る庭水仙の一花折る

			

		

	
		
			
				31

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				一坪の庭の水仙一花挙ぐる

				通院の歩を止め見る八重桜
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				春愁のとりことなりて
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				春愁のとりことなりて旅を行く

				孫に嫁迎へて安堵して花見

				春夕べ旅の疲れの指輪ぬく

				栄轉の荷を積み上げて花の雨

				薫風や熊野に遊ぶ旅一日

				万緑や光とぼしき古祠ほこら
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				父の日の仏の父に先づ新茶

				老鶯や大師偲びて湯の泊り

				旅夕べ瀬音高まり夕河鹿

				夕焼や遠目に群るる牧の山羊

				パラソルを杖に墓参の階高し

				心まで病みてはならじ暑に堪ふる
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				嫁ぎ来てゆかりの墓を洗ひけり

				父の忌と仏に供ふ子持鮎

				温泉の町に子持鮎食べ旅楽し

				病弱の身をかにかくに暑に堪へて

				北国へ旅の山々紅葉濃し

				冬たちぬ今年最後の旅に出て
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				みちのくや古寺参道の落葉踏み

				鴨の陣乱す出船の汽笛かな

				貨物船とどむ一湾冬夕焼

				寒晴れの浜に網干す漁夫の妻

				新涼や今日は私の誕生日

				足弱き杖をたよりの秋彼岸
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				虫の声耳にたかぶる夜もすがら

				春炬燵寡婦の集ひのぐち多く

				窓に見て一分咲きなる花並木

				水亭にありて遠目の花菖蒲

				秋冷や御不例報ず夜のテレビ

				銀杏を貰って故郷ふと思ふ
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				重ね着を一気になして夕寒に

				風立つや木犀の香をただよわせ

				寄せて来る波荒々し冬の海

				時雨虹真向にしてバス走る

				山茶花の紅白墓碑のかたはらに

				電車待つ時間の長し冴へ返る
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				逝く年や幾年過ぎし寡婦の身に

				源泉に浸かりて窓の冬景色

				短日やふらりと夫の墓参り

				通ひ路の山茶花通りうす日差す

				友の葬見送りて佇つ冬の雨

				昭和の世惜しむ別れや寒に入る
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				一輪にして清らかな水仙花

				御崩御を偲びて語る置炬燵

				老ひたりな一病の殖え春寒し

				しだれ梅地にふれなんと乱れ咲き

				うららかや園児等と見る園の猿

				帰るすべなくて飼はるる園の鴨
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				飼はれゐて巣組いとなむ夫婦鶴

				菜の花に誘はれ一歩園に入る

				楽園に巣を守りつつ恋の鳥

				入学の孫へ電話の声はずむ

				鳩くくとぺんぺん草の花白し

				逝く春の区民祭の太鼓の音
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				何事もなき一日や花菜漬

				みどりの日昭和天皇しのばるる

				バスは行く飯森山の栗の花

				鬼貫の名のみの墓碑や梅雨茫沱

				飯守の荒梅雨うけし花時計

				かたづかぬ事あれこれや梅雨去らず
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				合歓咲くや餌に集ふ鯉見事なり

				敬老日杖にもなせと傘貰ふ

				紅葉且つ散りて流れの美しき

				そびえたる水煙望み雲は秋

				寂びまさる利久の墓や冬の百舌鳥

			

		

	
		
		

	
		
			
				舟坂キヨミ　年譜

				大正2年9月20日	広島県双三郡酒河村（現 三次市）西酒屋船所に生まれる。父仲村賢録、母イシの長女。

				昭和9年12月	舟坂義雄と結婚。21歳

					二男三女の母となる。

				昭和28年12月	大阪へ転居する。

				昭和41年12月11日	夫義雄死去。（行年55歳）

					こののち、大阪市赤十字奉仕団、大阪市母と子の共励会等の社会奉仕に尽くす。

				昭和46年頃より	水山流吟詠会にて詩吟に親しむ。

				昭和48年6月	緑陰会に入会し句作に励み、吟行を重ねる。

				昭和57年9月1日	水山流吟詠会師範（号 水京）允許さる。

				平成2年4月26日	逝去。76歳

			

		

	
		
			
				平成3年4月26日

				舟坂キヨミ　遺稿句集

				春愁のとりことなりて

				発行者　株式会社テックメイト出版事業部

				〒546-0013	大阪市東住吉区湯里6丁目14番地9号

					TEL: 06-6702-1467

					URL: https://goodjob-dtp.jp/
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